
2025 年度 大阪公立大学大学院経済学研究科博士前期課程 

入 学 試 験 問 題 

専門科目（90 分） 

注意事項 

1. 問題用紙は、監督者が「解答始め」の指示をするまでは開かないこと。

脱落のあった場合には申し出ること。 

2. 解答用紙には、受験番号、氏名、および問題番号を記入すること。

3. 問題は①から⑤まで計５問あるが、それら５問のうちから１問のみを選

んで解答すること。２問以上に解答した場合は得点を与えない。 

4. 問題文は日本語で記されているが、英語で解答することが可能である。

5. 机上に「受験票」を出しておくこと。

6. 試験終了後は解答用紙のみ提出し、問題用紙は持ち帰ること。



① 政治経済学

カール・マルクス(Karl Marx)著『資本論(Das Kapital)』第 1 巻の内容を踏まえて、以

下の[1]-[3]の全ての問いに答えよ。なお、各解答の冒頭には以下の問いの番号(たとえば

[1]）を記載せよ。

[1] 「労働力商品」の「使用価値」と「価値」について説明したうえで、この商品の特殊性
（他の商品と異なる性質）を論じなさい。

[2] 「本源的蓄積」について説明しなさい。

[3] マルクスの経済思想は、現代においてどのような意味をもつか、具体例を示しつつ論述
しなさい。
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② ミクロ経済学

以下の問題[1]、[2]の両方に答えよ。なお、答えに至る途中経過も示すこと。 

問題[1] 

以下の(a), (b)に全て答えよ. 

(a) 資本と労働を投入することで財を生産する企業の生産関数が次のように表される状況
を考える.

𝑦𝑦 = 𝑓𝑓(𝑘𝑘, 𝑙𝑙) = 𝑘𝑘
1
3𝑙𝑙
1
3

ただし, 𝑘𝑘 は資本投入量, 𝑙𝑙 は労働投入量, 𝑦𝑦 は財の生産量である. 財の価格を𝑝𝑝 , 資本レ
ンタル価格を𝑟𝑟, 労働 1 単位当たり賃金を𝑤𝑤で表す. 市場は全て完全競争的であり, 企業
は価格を所与として利潤を最大化するように資本投入量, 労働投入量, 及び財の生産
量を選択する.
利潤最大化問題を解くことで, 資本需要関数𝑘𝑘(𝑝𝑝, 𝑟𝑟,𝑤𝑤) , 労働需要関数𝑙𝑙(𝑝𝑝, 𝑟𝑟,𝑤𝑤) , 及び供
給関数𝑦𝑦(𝑝𝑝, 𝑟𝑟,𝑤𝑤)を全て求めよ.

(b) 2 種類の財を消費する消費者の第𝑖𝑖財の補償需要関数をℎ𝑖𝑖(𝑝𝑝1,𝑝𝑝2,𝑢𝑢)で表す (𝑖𝑖 = 1,2). た
だし, 𝑝𝑝𝑖𝑖は第𝑖𝑖財価格, 𝑢𝑢は効用水準である. 以下の 2 つの性質（性質 1 と性質 2）が成
り立つことを示せ.

[性質 1] 価格ベクトル(𝑝𝑝1,𝑝𝑝2)の下での補償需要ベクトルと価格ベクトル(𝑝𝑝1′ ,𝑝𝑝2′ )の下で
の補償需要ベクトルをそれぞれ(ℎ1,ℎ2)と(ℎ1′ ,ℎ2′ )で表す. すなわち,

(ℎ1,ℎ2) = �ℎ1(𝑝𝑝1,𝑝𝑝2,𝑢𝑢),ℎ2(𝑝𝑝1,𝑝𝑝2,𝑢𝑢)� 
(ℎ1′ ,ℎ2′ ) = �ℎ1(𝑝𝑝1′ ,𝑝𝑝2′ ,𝑢𝑢),ℎ2(𝑝𝑝1′ ,𝑝𝑝2′ ,𝑢𝑢)� 

である. このとき, 
(𝑝𝑝1′ − 𝑝𝑝1)(ℎ1′ − ℎ1) + (𝑝𝑝2′ − 𝑝𝑝2)(ℎ2′ − ℎ2) ≤ 0 

が成り立つ.  
ヒント：補償需要ベクトル(ℎ1,ℎ2)は価格ベクトル(𝑝𝑝1,𝑝𝑝2)の下で効用水準を𝑢𝑢に維持しな
がら消費支出を最小化しており, また補償需要ベクトル(ℎ1′ ,ℎ2′ ) は価格ベクトル(𝑝𝑝1′ ,𝑝𝑝2′ )

の下で効用水準を𝑢𝑢に維持しながら消費支出を最小化している.

[性質 2] 第𝑖𝑖 財の補償需要関数 (𝑖𝑖 = 1,2 ) は第𝑖𝑖 財価格に関して減少である (第𝑖𝑖 財価格
が上昇したときに第𝑖𝑖財補償需要が増加することはない).  
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問題[2]

以下の(a), (b)に全て答えよ. 

(a) 企業 1, 企業 2, 企業 3 が同質財市場に財を供給している状況を考える. 市場需要関数

は,

Q = 28 – 4・P  （Q：財の需要量, P：財の価格） 

で示される. また, i= 1,2,3として企業 iの費用関数は, 

Ci= 2・qi （Ci：企業 iの費用, qi：企業 iの供給量） 

で示される. 

i. 企業 1, 企業 2, 企業 3がクールノー競争を行っているとする. この時, 対称的な純粋戦

略均衡における各企業の生産量を求めなさい.

ii. 企業 2と企業 3が合併を行い, 新たに企業Mになったとする. 企業Mの費用関数は,

CM= c・qM    （CM：企業Mの費用, qM：企業Mの供給量） 

で示される. なお, 市場需要関数と企業 1 の費用関数は変わらないとする. 企業 1 と企

業 M がクールノー競争を行い, 純粋戦略均衡が実現している時, その均衡価格が前問 i

の均衡価格と等しくなる cの値を求めなさい.  

(b) ある個人が価値Wの資産を所有しているとする. この資産は 1年のうちに確率 pで毀

損し, 価値が 0になるとする. なお, 確率 1 – pで価値はWのままである. この個人の

ノイマン・モルゲンシュテルン効用関数が,

u(c) = √c

で示される. 保険料が 1 年あたり I で, 価値の毀損が起こった場合には W が支払われ

る保険があるとする. p = 1 / 4の時, この個人が保険に加入するような保険料 Iの範囲

を求めなさい.  
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③ マクロ経済学

以下の問題[1]、[2]の両方に答えよ。なお、答えに至る途中経過も示すこと。 

[1] ソロー型新古典派成長モデルについて、 以下の問題(a), (b), (c)に答えよ。

生産関数は

𝑌𝑌𝑡𝑡 = 𝐴𝐴𝐾𝐾𝑡𝑡𝛼𝛼𝐿𝐿𝑡𝑡1−𝛼𝛼        (1) 
とする。ここで、𝑌𝑌𝑡𝑡：𝑡𝑡期の総生産(＝総所得)、𝐾𝐾𝑡𝑡：𝑡𝑡期の資本量、𝐿𝐿𝑡𝑡：𝑡𝑡期の労働量である。

また、0 < 𝛼𝛼 < 1, 𝐴𝐴 > 0であるとする。なお、個々の家計は 1 単位の労働を供給し、家計数

＝労働力人口＝𝐿𝐿𝑡𝑡とする。労働力人口成長率𝑛𝑛は一定であり、 
𝐿𝐿𝑡𝑡+1 = (1 + 𝑛𝑛)𝐿𝐿𝑡𝑡        (2) 

とする。資本𝐾𝐾𝑡𝑡は投資𝐼𝐼𝑡𝑡によって増加し、 
𝐾𝐾𝑡𝑡+1 = 𝐼𝐼𝑡𝑡 + 𝐾𝐾𝑡𝑡           (3) 

であるとする（資本減耗はないものとする）。貯蓄率𝑠𝑠は一定であり、貯蓄はすべて投資され 
𝐼𝐼𝑡𝑡 = 𝑠𝑠𝑌𝑌𝑡𝑡                        (4) 

が成立するものとする。

以上の(1)～(4)式からなるモデルで、労働力人口一人当たり資本𝑘𝑘𝑡𝑡 = 𝐾𝐾𝑡𝑡/𝐿𝐿𝑡𝑡の動きを考察

する。まず、(3)式の両辺を𝐿𝐿𝑡𝑡で割り、さらに (1)、(2)、(4)式を利用して書き換えると 
𝐾𝐾𝑡𝑡+1
𝐿𝐿𝑡𝑡

=
𝐼𝐼𝑡𝑡
𝐿𝐿𝑡𝑡

+
𝐾𝐾𝑡𝑡
𝐿𝐿𝑡𝑡

 

𝐾𝐾𝑡𝑡+1
𝐿𝐿𝑡𝑡+1

𝐿𝐿𝑡𝑡+1
𝐿𝐿𝑡𝑡

=
𝑠𝑠𝑌𝑌𝑡𝑡
𝐿𝐿𝑡𝑡

+
𝐾𝐾𝑡𝑡
𝐿𝐿𝑡𝑡

 

𝑘𝑘𝑡𝑡+1(1 + 𝑛𝑛) =
𝑠𝑠𝐴𝐴𝐾𝐾𝑡𝑡𝛼𝛼𝐿𝐿𝑡𝑡1−𝛼𝛼

𝐿𝐿𝑡𝑡
+ 𝑘𝑘𝑡𝑡

𝑘𝑘𝑡𝑡+1 =
𝑠𝑠𝐴𝐴𝑘𝑘𝑡𝑡

𝛼𝛼 + 𝑘𝑘𝑡𝑡
1 + 𝑛𝑛

 

𝑘𝑘𝑡𝑡+1 − 𝑘𝑘𝑡𝑡 =
𝑠𝑠𝐴𝐴𝑘𝑘𝑡𝑡

𝛼𝛼 − 𝑛𝑛𝑘𝑘𝑡𝑡
1 + 𝑛𝑛

 (5) 

となる。

(a) この (5)式を利用して、𝑘𝑘𝑡𝑡の長期的な動きを説明せよ。なお、説明のためには、横軸に

𝑘𝑘𝑡𝑡をとった図で、(5)式右辺分子の𝑠𝑠𝐴𝐴𝑘𝑘𝑡𝑡
𝛼𝛼と𝑛𝑛𝑘𝑘𝑡𝑡とに対応した 2 本の線を描くとよい。

(b) 定常状態での労働力人口一人当たり資本𝑘𝑘∗の値を求めよ。

(c) 定常状態における労働力人口一人当たり消費𝑐𝑐∗は

𝑐𝑐∗ = 𝐴𝐴𝑘𝑘∗𝛼𝛼 − 𝑠𝑠𝐴𝐴𝑘𝑘∗𝛼𝛼 
である。この𝑐𝑐∗が最大になる貯蓄率𝑠𝑠の値を求めよ。 
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[2] 𝟒𝟒𝟒𝟒°線モデルに関する、以下の問題(d), (e), (f), (g)に答えよ。 
 
総需要𝑌𝑌𝐷𝐷は 

𝑌𝑌𝐷𝐷 = 𝐶𝐶 + 𝐼𝐼 + 𝐺𝐺 
とする。ここで、𝑌𝑌𝐷𝐷：総需要、𝐶𝐶：消費、𝐼𝐼：投資、𝐺𝐺：政府支出とする。そして、𝐼𝐼と𝐺𝐺は定

数であるが、消費は次の式で表されるものとする。 
𝐶𝐶 = 𝐶𝐶0 + 𝑐𝑐(𝑌𝑌 − 𝑇𝑇) 

ここで、𝑌𝑌：総生産(＝総所得)、𝑇𝑇：税、𝑐𝑐：限界消費性向、0 < 𝑐𝑐 < 1であり、また、𝑇𝑇、𝑐𝑐、

𝐶𝐶0は定数とする。均衡では 
𝑌𝑌𝐷𝐷 = 𝑌𝑌  

である。 
 
(d) 以上の３つの式からなるモデルの均衡総生産を、𝐶𝐶0、𝐼𝐼, 𝐺𝐺、𝑇𝑇、𝑐𝑐を含む式で表せ。 
(e) 政府支出𝐺𝐺が∆𝐺𝐺だけ増えると、均衡総生産はどう変化するか説明せよ。さらに、均衡総

生産の変化の大きさは、政府支出増の波及効果（∆𝐺𝐺 + 𝑐𝑐∆𝐺𝐺 + 𝑐𝑐2∆𝐺𝐺 + 𝑐𝑐3∆𝐺𝐺 +∙ ∙ ∙ ∙）の合計

と一致していることを示せ。 
(f) 税𝑇𝑇が∆𝑇𝑇だけ増えると、均衡総生産はどう変化するか説明せよ。 
(g) 政府支出の増加と税の増加とが同額で、∆𝑇𝑇 = ∆𝐺𝐺であるとき、均衡総生産はどう変化す

るか説明せよ。この場合に、政府支出増と増税額とが同額であるにもかかわらず、均衡総

生産が変化するとすれば、その理由を詳しく言葉で説明せよ。 
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④ 計量経済学

以下の問題［1］、問題［2］、問題［3］にすべて解答せよ。 

問題［1］ 
いま、二つの確率変数XとYの結合分布（同時分布）が、以下の表で与えられている。例えば、 
Pr(X = 1, Y = 1) = 0.2である。 

h(x, y) x = 1 x = 2 x = 3 

y = 0 0.1 0.2 0.2 

y = 1 0.2 0.2 p 

上記の設定を踏まえ、以下の小問 1 から 3 にすべて答えよ。 
1. この表が確率分布として成立するためには、表の確率pはいくらであるべきか？
2. この表から、X = 1のときのY の条件付き分布f(y|X = 1)を求めよ。なおf(y|X = 1)の代わ

りに、Yの条件付き確率、Pr(Y = 0|X = 1)とPr(Y = 1|X = 1)を求めてもよい。
3. X = 1のときのYの条件付き期待値、E(Y|X = 1)を求めよ。

問題［2］ 
計量経済学に関する、以下の独立した小問１から６にすべて回答せよ。 
1. ある母集団分布から得た独立な標本の標本平均が 10、標準誤差が 1 であったとする。

母平均の 95%信頼区間を求めよ。ただしt分布の臨界値を 2とする。
2. ある単回帰分析で、被説明変数Yiの総変動（偏差２乗和）が 100、最小 2 乗法（OLS）

の残差２乗和が 20 であったとする。決定係数R2を求めよ。
3. ある確率変数Xの分散がVar(X) = 10であったとする。−3Xの分散を求めよ。
4. ある確率変数Xの確率極限がplim(X) = 2であったとする。1/Xの確率極限を求めよ。
5. 自由度 L のカイ 2乗統計量は、「ある確率分布」に独立に従う確率変数の L個の和で与

えられる。この「ある確率分布」の名称を答えよ。
6. 回帰モデルで誤差項と説明変数が相関する場合、OLS に代わって使われる推定方法の

名称を答えよ。
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問題［3］ 
被説明変数Yiを説明変数Xiに回帰した、定数項のない回帰直線 

Y�i = bXi, i = 1,2, … , n
の係数bを、最小 2 乗法（OLS）で決定したい。上記の設定を踏まえ、以下の小問 1 から 
3にすべて答えよ。 
1. この問題の残差２乗和Q(b)を、bの式として示しなさい。
2. 上で示したQ(b)を最小化し、1 階条件を導出しなさい。
3. 上で導出した最小化の 1階条件を解いて、OLSの係数、b∗を求めなさい。

7 / 8



⑤ 経済史

以下の問題[1]、[2]の両方に答えよ。 

[1] 以下に挙げた経済史の専門用語から、任意で（分野を問わず）４項を選んで、それぞ

 れ 100 字前後で、簡潔に説明してください。（全配点は 40 点、1 項目は 10 点）

＜一般＞ 
 計画経済  近代世界システム論  マルサスの罠  輸入代替工業化  銀本位制 
＜日本＞ 
株仲間  五代友厚  満鉄  高橋財政  日本列島改造論 

＜アジア＞ 
海禁  東インド会社 インド洋交易  アヘン貿易 租界 

＜西洋及びその他＞ 
奴隷貿易  重商主義  世界恐慌  欧州経済共同体  福祉国家 

[2] 次の表は「世界各地域の実質 GDP」（推定）に関するものである。表に挙げられた国

や地域から 1 つを選んで、GDP の推移を踏まえながら、工業化と経済成長の過程を説

明してください。

【表】世界各地域の実質GDP（推定） 
（単位：10 億ドル、（  ）内は％） 

注）単位のドルは「1990 年ゲアリー＝ケイミス国際ドル」で、各時代の各国通貨を購買力平価と物価変

動率で 1990 年の共通国際ドルに換算したもの。1950 年のロシアはソ連。 

出典：杉山伸也（2014）：10－11。 
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